
道内各地で進展する地方創生プロジェクトの最前線をクローズアップ！
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17 地域を創る人

地域を創る人地域を創る人

地域を創る人

04 特集

特集特集

特集

恐竜・化石を活かしたまちづくり

事例紹介：むかわ町、三笠市、中川町、足寄町
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第第

第5回

回回

回キーパーソンに聞く

キーパーソンに聞くキーパーソンに聞く

キーパーソンに聞く

北海道大学総合博物館准教授 小林 快次 氏

11 地域が動く・プロジェクト最前線

地域が動く・プロジェクト最前線地域が動く・プロジェクト最前線

地域が動く・プロジェクト最前線

15 ② 北海道宗谷総合振興局 宗谷ひと図鑑事業

11 ① 上士幌町 地方と都市の交流をめざして ～ＩＣＴを活用した地域創生～

17 後志編 田中 良 氏 真狩村を横のりスポーツの聖地に

18 留萌編 佐古 大 氏 初山別で「楽しく」 「続けて」 「繋がる」
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地域地域

地域でご活躍されているみなさんを全道

でご活躍されているみなさんを全道でご活躍されているみなさんを全道

でご活躍されているみなさんを全道１４
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１４振興局毎に紹介するコーナー

振興局毎に紹介するコーナー振興局毎に紹介するコーナー

振興局毎に紹介するコーナー
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北海道創生ジャーナル
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Vol.

稚内大谷高校２年生の皆さん
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出

身

は

福

井

県

な

の

で

す

が

、

高

校

1

年

生

の

時

に

「

福

井

か

ら

恐

竜

が

出

る

か

も

」

と

い

う

話

が

出

て

き

て

、

運

良

く

調

査

に

立

ち

会

う

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

そ

う

い

う

流

れ

の

中

で

次

第

に

恐

竜

に

も

興

味

を

持

ち

、

横

浜

の

大

学

か

ら

ア

メ

リ

カ

の

大

学

に

留

学

し

、

挫

折

も

経

験

し

な

が

ら

一

心
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乱

に

研

究

を

続

け

て

い

た

ら

、

い

つ

の
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恐

竜
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専

門

に

な

っ

て

い

た

と

い

う

感

じ

で

す

。
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言
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性

な

ん

で
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。

恐

竜

が
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繁

栄

し

た

白

亜

紀

後
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恐

竜

化

石
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、
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よ

り

む

し

ろ

九

州

と

北

海

道

か

ら

よ
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出

て
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ま

す

。
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り

日
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で
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め

て

恐

竜
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石
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発

掘

を
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、
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を
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と
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は
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す

。
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が

、
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恐
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に
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と
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が
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は

、

恐

竜

が
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き

と
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よ

り

、
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を

見
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、
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な
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え
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と

い

う

サ

イ

エ

ン
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が
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な
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で
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ア

ン

モ

ナ

イ

ト

に

熱

中
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い
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し

た
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笠
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の

ア

ン

モ

ナ

イ

ト
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世

界

的

に

有
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で

、

北

海

道

に

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

を

採

り

に

行

く

の

が

夢

で

し

た

。

平

成

29

年

４

月

27

日

、

世

界

の

古

生

物

学

会

は

北

海

道

か

ら

発

信

さ

れ

た

ニ

ュ
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に

震

撼

し

ま

し
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北

海

道

む

か

わ

町

穂

別

で

、

日

本

最

大

の

恐

竜

の

全

身

骨

格

化

石

が

発

掘

さ

れ

た

と

い

う

ニ

ュ

ー

ス

は
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数
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の

メ

デ

ィ
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に

取
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上

げ

ら

れ

、

多

く

の

恐

竜
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ン

の

心

を

躍

ら

せ

、

地

元

に

大

き

な

誇

り

を

も

た

ら

し

ま

し

た

。

今

回
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そ

の

発
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を

行

っ
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北

海

道

大

学

小
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快

次
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教

授

に

、
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海

道

で

の

さ

ら

な
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恐

竜

化

石

発

掘
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可

能
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恐
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地
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活
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に

つ

い

て

お

話
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伺
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し

ま

し

た

。

2013年から2014年にむかわ町穂別地区で大規

模な発掘が行われた約7200万年前（白亜紀後

期）のハドロサウルス科恐竜化石の通称。脊

椎の一部は2003年に発掘されていた。今後、

新種であることが判明した場合、正式な学名

がつけられる。

*むかわ竜

出展：Newton2017年7月号 ©安友康博/Newton Press
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を
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、
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す
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、
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を
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て
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に
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、
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を

見

る

た

め
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多
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、
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ま
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を
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が
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て
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が
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に

満

た

な

か

っ

た

の

で

す

が

、

今

は

年

間

～

万

人

く

ら

い

が

、

こ

の

博

物

館

の

た

め

に

町

に

訪

れ

、

ホ

テ

ル

に

滞

在

し

食

事

を

取

っ

た

り

し

ま

す

。

経

済

効

果

は

抜

群

で

、

町

は

恐

竜

の

モ

ニ

ュ

メ

ン

ト

で

溢

れ

か

え

っ

て

い

ま

す

。

・

・

・

日

本

国

内

に

お

け

る

恐

竜

で

の

町

お

こ

し

と

言

え

ば

、

福

井

県

立

恐

竜

博

物

館

を

思

い

浮

か

べ

る

方

も

多

い

と

思

い

ま

す

。

「

年

間

１

０

０

万

人

の

来

場

者

」

と

い

う

の

は

確

か

に

イ

ン

パ

ク

ト

が

あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

新

設

当

初

は

年

間

万

人

ほ

ど

の

来

場

者

数

で

し

た

。

福

井

県

は

、

そ

れ

を

巨

額

の

予

算

と

年

以

上

の

年

月

を

か

け

て

、

現

在

の

規

模

に

ま

で

育

て

ま

し

た

。

一

方

で

、

そ

の

経

済

効

果

の

大

部

分

は

福

井

県

と

福

井

市

に

限

定

さ

れ

て

し

ま

い

、

博

物

館

が

建

つ

勝

山

市

に

は

十

分

に

及

ん

で

い

な

い

と

い

う

課

題

も

あ

り

ま

す

。

予

算

が

無

限

に

あ

れ

ば

北

海

道

で

も

福

井

と

同

様

の

こ

と

を

す

る

こ

と

は

可

能

だ

と

思

い

ま

す

が

、

福

井

県

立

博

物

館

に

相

当

す

る

大

き

な

箱

物

（

建

物

・

展

示

）

を

作

る

の

で

あ

れ

ば

札

幌

が

候

補

と

し

て

挙

が

る

で

し

ょ

小林

小林小林

小林 快次（こばやし

快次（こばやし快次（こばやし

快次（こばやし よしつぐ）氏

よしつぐ）氏よしつぐ）氏

よしつぐ）氏

北海道大学総合博物館准教授・恐竜学者。

1971年福井県生まれ。中学生のころアンモナイ

トの発掘を行ってから化石発掘に没頭。高校1年

生のとき、恐竜の発掘ボランティアに参加したこ

とで、恐竜研究の道へ。横浜国立大学で1年学ん

だ後、渡米。1995年アメリカ・ワイオミング大学

地質学地球物理学科を卒業後、2004年アメリカ・

サザンメソジスト大学地球科学科にて博士号を取得。

福井県立恐竜博物館古生物学研究職員を経て、

2005年から北海道大学に所属、2009年、同大学総

合博物館准教授に就任。「むかわ竜」の発掘には

2013年から携わる。

「

「「

「

む

むむ

む

か

わ

か

わ

か

わ

か

わ

竜

竜竜

竜

」

」」

」

発

掘

発

掘

発

掘

発

掘

の

のの

の

意

義

意

義

意

義

意

義

―

―

―

―

―

―

―

―

北

海

道

北

海

道

北

海

道

北

海

道

で

でで

で

、

、、

、

日

本

最

大

日

本

最

大

日

本

最

大

日

本

最

大

の

のの

の

恐

竜

恐

竜

恐

竜

恐

竜

の

のの

の

全

身

骨

全

身

骨

全

身

骨

全

身

骨

格

格格

格

化

石

化

石

化

石

化

石

「

「「

「

む

か

わ

む

か

わ

む

か

わ

む

か

わ

竜

竜竜

竜

」

」」

」

が

がが

が

発

掘

発

掘

発

掘

発

掘

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

。

。。

。

現

現現

現

在

在在

在

も

もも

も

、

、、

、

最

前

線

最

前

線

最

前

線

最

前

線

で

でで

で

研

究

活

動

研

究

活

動

研

究

活

動

研

究

活

動

に

にに

に

携

携携

携

わ

っ

て

い

る

わ

っ

て

い

る

わ

っ

て

い

る

わ

っ

て

い

る

先

生

先

生

先

生

先

生

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

見

見見

見

て

てて

て

「

「「

「

む

むむ

む

か

わ

か

わ

か

わ

か

わ

竜

竜竜

竜

」

」」

」

に

は

ど

に

は

ど

に

は

ど

に

は

ど

の

く

の

く

の

く

の

く

ら

い

ら

い

ら

い

ら

い

の

のの

の

価

値

価

値

価

値

価

値

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

？

？？

？

こ

れ

ま

で

強

く

言

っ

て

き

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

「

む

か

わ

竜

」

は

現

在

の

日

本

に

お

い

て

最

高

の

恐

竜

化

石

で

す

。

他

の

地

域

で

見

つ

か

っ

て

い

る

も

の

と

比

べ

て

も

格

段

に

全

身

の

骨

が

揃

っ

て

い

る

標

本

で

す

。

世

界

で

は

全

身

骨

格

は

た

く

さ

ん

見

つ

か

っ

て

い

ま

す

が

、

日

本

で

の

学

術

的

な

価

値

は

ず

ば

抜

▲インタビューに答える小林准教授。後ろの本棚には、恐竜はもちろ

ん、鳥や爬虫類など様々な蔵書が並ぶ。

50

60

20

10



大

切

で

す

。

「

す

ぐ

に

飽

き

る

か

ら

ダ

メ

」

と

制

限

す

る

の

で

は

な

く

、

「

三

日

坊

主

を

恐

れ

る

な

」

が

僕

の

モ

ッ

ト

ー

の

一

つ

で

す

。

僕

自

身

も

飽

き

っ

ぽ

い

の

で

す

が

、

恐

竜

は

た

ま

た

ま

三

日

坊

主

の

延

長

で

二

十

年

、

三

十

年

と

続

い

て

い

る

だ

け

な

の

で

す

。

夢

を

持

つ

こ

と

が

ゴ

ー

ル

で

は

な

く

て

、

続

け

て

い

る

う

ち

に

そ

れ

が

自

然

と

夢

に

な

る

の

で

あ

っ

て

、

恐

竜

も

そ

う

い

っ

た

題

材

の

一

つ

に

な

っ

て

く

れ

た

ら

い

い

で

す

ね

。

う

。

今

の

ま

ま

で

は

結

局

、

札

幌

の

一

極

集

中

に

拍

車

を

か

け

る

だ

け

に

な

り

か

ね

ま

せ

ん

。

し

か

も

、

経

済

効

果

が

現

れ

る

ま

で

長

い

年

月

が

か

か

る

で

し

ょ

う

。

ど

こ

に

お

金

を

使

っ

て

、

ど

こ

に

使

わ

な

い

の

か

を

見

極

め

て

い

か

な

い

と

、

中

途

半

端

な

無

駄

使

い

に

終

わ

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

03

◆キーパーソンに聞く

◆キーパーソンに聞く◆キーパーソンに聞く

◆キーパーソンに聞く

創る

・

・

・

・

・

・

・

・

北

海

道

で

恐

竜

を

キ

ー

コ

ン

テ

ン

ツ

の

一

つ

と

し

て

い

く

の

で

あ

れ

ば

、

短

期

と

長

期

で

の

戦

略

を

立

て

る

必

要

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ま

ず

短

期

的

な

取

組

と

し

て

既

存

の

博

物

館

や

人

材

を

活

用

し

て

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

広

げ

、

各

自

が

行

っ

て

い

る

取

組

を

情

報

共

有

し

て

い

く

こ

と

が

大

事

だ

と

思

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

も

道

庁

が

中

心

と

な

っ

て

、

む

か

わ

町

や

三

笠

市

、

中

川

町

な

ど

各

自

治

体

を

取

り

ま

と

め

、

一

致

団

結

さ

せ

て

欲

し

い

で

す

ね

。

そ

れ

ぞ

れ

の

自

治

体

に

と

っ

て

は

、

お

金

や

人

が

集

ま

る

仕

組

み

を

つ

く

ら

な

い

限

り

は

、

「

恐

竜

の

ま

ち

づ

く

り

」

は

難

し

い

話

で

す

。

仕

組

み

と

い

っ

て

も

、

新

し

い

博

物

館

を

つ

く

る

と

い

う

こ

と

で

は

な

く

て

、

ま

ず

は

ソ

フ

ト

面

、

人

や

組

織

の

面

を

う

ま

く

整

備

し

て

い

く

こ

と

に

よ

っ

て

、

新

た

な

価

値

を

生

み

出

す

こ

と

は

可

能

で

す

。

実

績

―

――

―

―

――

―

恐

竜

恐

竜

恐

竜

恐

竜

を

をを

を

活

用

活

用

活

用

活

用

し

て

し

て

し

て

し

て

北

海

道

全

体

北

海

道

全

体

北

海

道

全

体

北

海

道

全

体

を

をを

を

盛

盛盛

盛

り

りり

り

上

上上

上

げ

げげ

げ

る

た

め

に

は

ど

の

よ

う

な

る

た

め

に

は

ど

の

よ

う

な

る

た

め

に

は

ど

の

よ

う

な

る

た

め

に

は

ど

の

よ

う

な

取

組

取

組

取

組

取

組

が

がが

が

必

要

必

要

必

要

必

要

で

でで

で

し

ょ

う

し

ょ

う

し

ょ

う

し

ょ

う

か

かか

か

？

？？

？

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

価

値

価

値

価

値

価

値

の

のの

の

最

大

化

最

大

化

最

大

化

最

大

化

を

をを

を

が

出

る

ま

で

時

間

は

か

か

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

道

や

各

自

治

体

が

一

丸

と

な

っ

て

取

り

組

む

こ

と

で

、

地

域

の

魅

力

を

伝

え

、

多

く

の

人

を

引

き

つ

け

、

訪

れ

て

も

ら

う

仕

組

み

を

つ

く

る

こ

と

が

で

き

る

と

思

い

ま

す

。

ま

た

、

地

元

の

人

に

「

恐

竜

・

化

石

」

に

理

解

と

親

し

み

を

持

っ

て

も

ら

う

こ

と

も

大

切

で

す

。

先

述

の

と

お

り

、

北

海

道

で

は

襟

裳

岬

か

ら

稚

内

ま

で

の

広

い

範

囲

に

恐

竜

化

石

が

存

在

す

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

が

、

こ

こ

ま

で

広

い

と

発

掘

に

も

人

海

戦

術

が

必

要

で

す

。

例

え

ば

、

各

地

の

博

物

館

を

中

心

に

、

地

元

の

ア

マ

チ

ュ

ア

発

掘

家

、

親

子

連

れ

、

学

生

や

一

般

の

方

を

集

め

、

山

に

入

っ

て

「

み

ん

な

で

探

そ

う

」

と

い

っ

た

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

全

道

規

模

で

行

っ

て

み

て

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

。

実

際

、

和

歌

山

県

で

は

そ

う

い

っ

た

取

組

を

行

っ

て

い

て

、

一

般

の

参

加

者

が

恐

竜

の

歯

を

発

見

し

た

り

し

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

活

動

を

通

し

て

恐

竜

・

化

石

に

親

し

む

土

壌

を

地

元

か

ら

つ

く

っ

て

い

く

こ

と

で

、

将

来

大

き

な

博

物

館

が

で

き

た

と

き

の

相

乗

効

果

も

産

み

出

せ

る

と

思

い

ま

す

。

長

期

的

に

は

、

必

要

に

応

じ

て

新

し

い

“

恐

竜

博

物

館

”

の

建

設

を

検

討

し

、

継

続

的

に

北

海

道

の

魅

力

を

道

内

外

の

人

た

ち

に

伝

え

る

必

要

が

あ

る

で

し

ょ

う

。

そ

れ

ま

で

に

各

地

の

博

物

館

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

し

っ

か

り

と

構

築

し

て

お

い

て

、

新

し

い

恐

竜

博

物

館

は

単

独

の

活

動

を

す

る

だ

け

で

な

く

、

各

地

域

の

博

物

館

の

連

携

の

ハ

ブ

と

し

て

活

躍

し

、

北

海

道

全

体

の

恐

竜

の

機

運

づ

く

り

に

一

役

買

っ

て

欲

し

い

で

す

ね

。

恐

竜

は

、

面

白

さ

を

伝

え

る

パ

ワ

ー

に

満

ち

あ

ふ

れ

た

素

材

だ

と

言

え

ま

す

。

僕

は

講

演

や

イ

ベ

ン

ト

で

各

地

を

回

っ

て

い

ま

す

が

、

今

ま

で

恐

竜

の

こ

と

が

嫌

い

で

堪

ら

な

い

と

い

う

人

に

は

会

っ

た

こ

と

が

あ

り

ま

せ

ん

。

特

に

子

ど

も

は

素

直

に

興

味

を

持

っ

て

聞

い

て

く

れ

ま

す

。

こ

の

「

興

味

を

持

つ

」

と

い

う

こ

と

が

、

「

も

の

を

知

る

楽

し

み

」

に

つ

な

が

る

の

で

、

大

人

も

含

め

た

生

涯

学

習

の

題

材

、

サ

イ

エ

ン

ス

の

入

り

口

と

し

て

「

恐

竜

」

が

持

つ

使

命

は

大

き

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

よ

く

大

人

が

子

ど

も

に

「

夢

を

持

ち

な

さ

い

」

と

言

っ

て

い

る

の

を

耳

に

し

ま

す

が

、

実

は

と

て

も

難

し

い

こ

と

で

す

。

そ

も

そ

も

夢

を

抱

く

と

い

う

感

覚

が

分

か

ら

な

い

の

で

、

混

乱

す

る

だ

け

で

し

ょ

う

。

僕

は

子

ど

も

た

ち

と

話

を

す

る

と

き

に

は

、

「

三

日

坊

主

っ

て

い

い

こ

と

だ

よ

」

、

「

や

っ

て

み

て

失

敗

し

て

も

た

い

し

た

こ

と

で

は

な

い

か

ら

や

っ

て

み

な

よ

」

と

言

っ

て

い

ま

す

。

色

々

な

経

験

を

す

る

こ

と

で

、

自

分

に

合

う

も

の

を

見

つ

け

、

興

味

を

持

っ

て

考

え

る

よ

う

に

な

る

。

夢

も

興

味

も

自

然

に

出

て

く

る

も

の

だ

か

ら

、

そ

う

い

う

環

境

を

つ

く

っ

て

あ

げ

る

こ

と

が

三

日

坊

主

三

日

坊

主

三

日

坊

主

三

日

坊

主

っ

て

い

い

こ

と

だ

よ

っ

て

い

い

こ

と

だ

よ

っ

て

い

い

こ

と

だ

よ

っ

て

い

い

こ

と

だ

よ

―

――

―

―

――

―

教

育

教

育

教

育

教

育

分

野

分

野

分

野

分

野

に

にに

に

恐

竜

資

源

恐

竜

資

源

恐

竜

資

源

恐

竜

資

源

を

をを

を

活

用

活

用

活

用

活

用

す

る

こ

と

に

す

る

こ

と

に

す

る

こ

と

に

す

る

こ

と

に

つ

い

て

つ

い

て

つ

い

て

つ

い

て

、

、、

、

そ

の

そ

の

そ

の

そ

の

意

義

意

義

意

義

意

義

や

やや

や

効

果

効

果

効

果

効

果

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

お

おお

お

聞

聞聞

聞

か

せ

か

せ

か

せ

か

せ

く

くく

く

だ

さ

だ

さ

だ

さ

だ

さ

い

いい

い

。

。。

。

―

――

―

―

――

―

最

後

最

後

最

後

最

後

に

にに

に

、

、、

、

恐

竜

化

石

恐

竜

化

石

恐

竜

化

石

恐

竜

化

石

を

をを

を

活

用

活

用

活

用

活

用

し

た

し

た

し

た

し

た

道

道道

道

や

やや

や

地

域

地

域

地

域

地

域

の

のの

の

取

組

取

組

取

組

取

組

に

にに

に

対

対対

対

す

る

す

る

す

る

す

る

期

待

期

待

期

待

期

待

を

お

を

お

を

お

を

お

聞

聞聞

聞

か

せ

く

だ

さ

い

か

せ

く

だ

さ

い

か

せ

く

だ

さ

い

か

せ

く

だ

さ

い

。

。。

。

恐

竜

研

究

の

発

祥

の

地

で

あ

り

、

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

で

も

あ

る

北

海

道

は

、

無

限

の

可

能

性

を

秘

め

て

い

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

僕

は

研

究

者

で

あ

り

、

学

術

的

な

目

で

恐

竜

を

見

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

を

地

域

振

興

に

活

か

し

て

い

く

こ

と

は

と

て

も

重

要

な

こ

と

だ

と

考

え

て

い

ま

す

。

む

か

わ

町

が

一

つ

の

モ

デ

ル

ケ

ー

ス

と

な

り

、

北

海

道

全

体

が

恐

竜

化

石

を

テ

ー

マ

に

盛

り

上

が

っ

て

い

く

こ

と

を

期

待

し

て

い

ま

す

。

▲研究室の机上には、研究されるのを待つ

化石が並ぶ。ここから新種の恐竜が発表さ

れる日が近いかも知れない。


